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放送衛星信号波による火山活動監視
Volcano monitor using broadcast satellite signals
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活火山の内部活動は外部からはわかりにくく，噴火が起きるまでその活動状況を正確に捉えるのは困難であ
る．噴火による災害被害軽減のためにも，火山の活性化状況を常時監視する手法の開発が望まれる．いわゆる
活火山と言われる火山の多くは，平常時から山体及び火口から水蒸気放出によって内部の熱エネルギーの大部
分を放出しており，活動が活発化するにつれて，その熱エネルギー放出が増大する．この熱エネルギー変化を
長期的に観測することで，火山活動の推移を予測することが可能と考えられる．大気中を通過する電波は，真
空中を通過する場合と比べ，媒体の屈折率に応じて伝搬時間に遅れが生じる．この変化はVLBIなどの観測に
よって平地でも数cmから数10 cm変化することが分かっており，火山活動によって生じる熱量変化が極めて大き
いことを考えると，大気中の屈折率変化を測定することで，火山内部の活性化上状況を推測可能と考えられ
る．情報通信研究機構では，火山上空を通過する放送衛星の信号を観測することで，大気中の屈折率変化を観
測する手法を考案した．本稿では，考案したシステムの詳細について述べるとともに，箱根において神奈川県
温泉地学研究所と共同で試験観測を行ったので，その結果についても述べる． 
謝辞：実験に協力頂いた情報通信研究機構 相田政則氏，久保岡俊宏氏に感謝します．
 

火山、VLBI、放送衛星
volcano, VLBI, broadcast satellite

 

SVC49-P01 日本地球惑星科学連合2016年大会

©2016. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SVC49-P01 -


